


















































































2 センタ一報告第 31号 (2016)
表 l 川i渡フィーノレドセンター農産物データベースの項目
主主要作物の作付弱綴 (ha) と収数 (kg/IOa)の推移
主要作物の 10a当世所婆労力の後移(単位:人) (S25 ~ 49年度)
作物別栽培実綴 (kg/IOa) (S62 ~ H24年度)






水稲の作業別所~労力 (S51 ~ 55年の平均)
水稲の作業物所婆労力(人)の年次)jIJ捻移 (S56~ 60年の平均)
主要畑作物の生厳重苦の推移 (S51~ 55年度， S56 ~ 60年度)
水稲の作業別所要労力(人)の年次予j推移 (S56~ 60年)
主要害畑作物の生産焚の推移 (S51~ 55年度， S56 ~ 60年度)
主要畑作物の生E留守護を釘構成(%)と所要労力 (S51~ 55， S56 ~ 60年平均)
牧草の作付(利用)商務 (ha) (S51 ~ 55年度)
北山地域の牧草地造成原積 (ha) (S41 ~ 53年度)
採草収盤の推移 (kg) (S51 ~ 55年度)
牧草地の生皮塁号室奇怪構成(%) と所婆労カ (S53~ 55年平均， S56 ~ 60年平均)
牧草の生産蓄を(円) (S53 ~ 55年度)
牧草地の闘士号)jIJ採草i奴設の推移 (kg) (S51 ~ 55年度)
牧草地の関場)jIJ1民主立の捻移(単佼:ton) (S56 ~ 60年度)
牧草草地の施肥および造成の概嬰 (S62~狂12 年度)
牧草の作付(利用)街穏と採主主収量の推移 (S56~ 60年度)
ササミノリのi奴没者寿成要素(前年と比較) (S61 ~ 62年度)
}I控室農場における各作物の閲場別作付状況の推移 (S39~ 60年度， S62 ~ H24年度)
1987年における水稲の生育状況(前年と比較) (S61 ~ 62年度)
牧草の悶場)jIJ生渓盤 (S62~ Hl3年度)
栽培期間中の日終時間 (S63 年 4 月 ~9 月)





デントコーンの隠場)jIJ生産設 (kg/IOa) (H13 ~ 24年度)
採草地・放牧1也および更新地の施肥基準 (kg/IOa) (H13 ~ 24年度)
採草地施肥成分 (kg/IOa) (H18 ~ 24年度)
採草地・放牧生[Ijおよび更新地の年間施肥主主と播稔ゑ (kg/IOa) (H19年度)
採草地・放牧地の 10a当たりの施肥成分議 (kg/IOa) (日20~24 年度)









肉用牛繁殖成綴 (S26~ 日24 年)
flE'fぎ頭数の捻移 (S51~ 60年度)
家畜供試計画一覧 (S62~ H3年度)




コンポスト分析結果 (H13年度， H17 ~ H22年度)
E菱E差関係
米海:) 1渡フィーノレドセンターデータベースの作成






林玉圧別商綴及び密談 (m^3) (S56.4.1 ~寺)
昭和51年~向55年における造林実綴 (ha) (S51 ~ 55年度)
林破区分図(北山地区) 1，639ha 
素材生産実行王室 (S51~ 56年度)
きのこ生産 (kg) (S51 ~日23 年度)
植林・保育 (ha) (S50 ~ H24年度)










普通知作物の言者経蓄をと収入及び lKgぎきり生援受 (S53~ 61年度)
飼料作物の諸経費とl収入及び lKg当り生E菱重苦 (S54~ 61年度)
牧草の毅t奇実綴 (S53~ 61年度)











トラックの経費と lL当り走行 (S51~ 52年度)
機滋jlJ償却費調べ (S51~ 52年度)


















































































米津:) 1渡フィーノレドセンタ タベースの作成 5 
機核関係
(S52 ~ 61 
機械および作業機の部門別投下降濁及び走行 (S51~61 年度)
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密 l きのこの園内価格の推移()丹波産 (a)および圏内産 (b))















手L争後 習を 後 宮島 昏 宅島昔、句、ち '¥.1?" i、
臨揚額収量(kg!10a) ー幽月glJ平均気;晶の合計





















































臨鞠収愛(kg!10a) -ー!'lg抑制〈量の合計 臨調収量〈主基110心 園田幽月別包照時閣の合計
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にもたらすもの.SEEDer， No.O， pp.28-33. 
婆約
大学附震の農場，演習林およびフィールドセンターで長
期間にわたって取得している各蕩データは，地域環境につ
いてのデータとしての意味をもっ。 r)I[渡農場報告tr複
合生態フィーノレド教育研究センタ一報告jに掲載されてい
るデータを[")I[渡フィーノレドセンター農産物データベー
スJ，r) I[渡農場運営概況jに掲載されているデータを[")I[ 
渡フィーノレドセンター運営概況ベースj として整理し，
WEBで公開するようにした。農場創設時からのデータと
しては昭和 25~ 30年の記録があった。「フィーノレドセン
ターデータベース」には，位置情報をもった写真や土地被
覆分類麗のデータも加えた。いくつかの項目について経年
変化を調べると，消費者の購買意識の変化や冷害の影響な
ど，社会現象や気候の変化があらわれていた。水稲等の作
物については気象条件と収量の関係伎がみられた。将来の
学術資産の形成のためにも，今後も記録を蓄積していく必
要がある。
